
平成２３年３月１１日に発生した「東北地方太平洋沖地震」は東日本の広域に

わたり甚大な被害をもたらしました。一方、岐阜県を含む東海地方では、近い将

来、東海・東南海・南海地震による広域震災の発生が懸念されています。

このたび、東日本大震災の被災状況、医療やボランティア活動などの支援状

況、課題等を報告するフォーラムを開催します。

岐阜県では、「震災対策検証委員会」を設置し、この震災により明らかになっ

た課題を洗い出し、将来岐阜県および周辺地域で大規模地震が発生した場合を想

定し、防災に関する諸計画が適切かどうか、新たな改善点はないか総点検を行い

ます。

今回のフォーラムは、震災対策の総点検のスタートとして、開催いたします。

○開催日 平成２３年５月１８日（水）１３：３０～１６：３０

○場 所 じゅうろくプラザ（ＪＲ岐阜駅北 岐阜市橋本町１丁目 10 番地 11）

２階ホール

○プログラム

【開会挨拶】 岐阜県知事 古田
ふ る た

肇
はじめ

氏

【講演①】 １３：４０～１４：１５

海溝型巨大地震による強震動の特徴

講師 岐阜大学理事 杉戸
す ぎ と

真
まさ
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た

氏

【講演②】 １４：１５～１４：５０

東日本大震災の被害と教訓について

講師 岐阜大学工学部教授 能島
の じ ま

暢
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呂
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氏
【パネルディスカッション】 １５：００～１６：３０

東日本大震災で何が起きたか
◆コーディネーター

岐阜新聞編集委員 永井
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氏

◆パネリスト

・ 岐阜大学医学部附属病院精神神経科医局長

（現地医療活動）深尾
ふかお

琢
たく

氏

・海津市長 松永清彦
まつながきよひこ

氏

・岐阜商工会議所常務理事 齋藤博之
さいとうひろゆき

氏

・地域防災ネット中部代表（現地ボランティア活動）岩井
い わ い
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氏

・岐阜大学理事 杉戸
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○申込方法 裏面の参加申込書により、氏名、電話番号、ＦＡＸ番号、電子メールアドレ

スを記載し、平成２３年５月１０日（火）（必着）までに、電子メール、ＦＡＸ又は郵

送により、下記の申込先へ送付してください。

＜申込先＞

岐阜県防災課防災担当

○電子メールアドレス：c11115@pref.gifu.lg.jp

○FAX 番号：058-271-4119

○郵便宛先 〒500-8570 岐阜県防災課防災担当

○募集人数 ６００名（入場料：無料）

・先着順とし、定員になり次第締め切らせていただきます。

・定員を超えた場合のみ連絡します。

※併設の駐車場（有料）は数に限りがあります。当日は、可能な限り公共交通機関をご

利用下さい。

岐阜県地震防災フォーラム



参 加 申 込 書

〒500-8570
岐阜県防災課防災担当 行
（FAX 058-271-4119）

c11115@pref.gifu.lg.jp

氏 名 電話番号 ＦＡＸ番号 電子メールアドレス

交通機関でお越しの場合

岐阜駅より徒歩２分

＜会場までのアクセス方法＞

※欄が足りない場合には、本書をコピーの上、必要な枚数を送付してください。

※本書により収集した個人情報については、本フォーラム運営業務の目的においてのみこれを用いるとともに、岐

阜県個人情報保護条例に基づき適正に管理します。

主催 岐阜県


